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人口減少問題

いま直面している課題

（今後さらに深刻化する）
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若手世代：今年の大卒新入社員は2001年生まれ
(ここから更に人口は減少！)

1970年前後
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追加補正が聞かない数字
「その年齢の人の数」は
減少はするが、
追加されることはない。

需要が減る
従業員が減る

売上が減る
利益が減る

税収が減る
客・消費者が減る

AIが活躍する。
人の活躍範囲が減る。
働く機会が減る
収入が減る…。

若者は海外に流出。
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https://www.stat.go.jp/data/jinsui/2023np/index.html

人口推計（2023年（令和5年）10月1日現在）:総務省 統計局 2024年4月12日公表



人材確保・職場定着が上手く行かない

募集しても人が集まらない…。

採用しても長続きしない…。

中堅層が不在の状態…。

『2025年問題』より深刻な『 2030年問題』
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これからの成人病健診受診者数の5年ごとの推移

5年で沖縄県の全人口相当が消滅
10年間で
現在の福岡県の全人口相当が消滅

減少する人口の中には
当然のことながら医療従事者も
含まれる

業種によっては
価格競争から人数確保力の競争に

生活習慣病健診対象年齢：35歳～74歳
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【健康経営】

健康経営の推進により、

従業員の健康保持

健康を保持して、

いつまでもしっかり働く

心身ともに健全な状況で

高いパフォーマンスを維持

→「労働衛生・健康保持」の推進

→ より長く・多くの人が働けるように

→ 福利厚生的な受けとめ方が強い

    （当たり前感が強い）

【DX】

デジタルの活用で、

生産性を高める

労働負荷を軽減する

経験値の標準化を図る

業務効率の向上を図る

→ より具体的な「働き方改革」

→ 人が減っても業績を維持

→ スキル習得・メリット感が感じやすい
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人材の獲得、定着（流出抑止）
AIの活用・「DX」推進の能力・スキル習得がカギ

https://service.gakujo.ne.jp/wp-content/uploads/2024/03/240318-navienq.pdf



https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000283.000075257.html
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中小ソフトウェア開発業にとっての「DXの目的・期待」（即効性）とは？

• 製造業・サービス業

→DX：人材の代替策（少人数で対応を可能にする）

生産性、制度、ノウハウ・スキルの補填、標準化

• 中小ソフトウェア開発業（主としてSES的マンパワーサービス）

→DX：人材の確保策（従業員教育は人材の流出防止にも繋がる）

DX認定の取得や
DX人材の育成は

採用活動（人材獲得）や
人材の流出防止の有効策

（ブランド力の強化）

バックオフィスの省力化・効率化ももちろん重要

（イメージアップ！）
注目度、好感度、志望度を上げる。
『DXへの積極的な取り組みをアピール』
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AIの活用・「DX」推進の能力・スキル習得
（必ずしもITスキル的なものとは限らない）

• 実態は、「自身のスキル習得」は、必ずしもIT専門スキルとは限らない。

「DX度が高い」:

「生産性高い」・「効率的」・「高度なスキルが求められない」・
「物理的にも、精神的にも楽」・「頑張らなくても良い」

↓

「残業が少ない」、「休みがとりやすい」、「賃金が良い」

↓

「魅力的な職場」
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どれがスタンダード？

民間団体による「DX」関連の検定試験・認定制度が乱立

個人を対象とした「DX」関連の検定制度が乱立（混乱！）

IoT検定＋DX、 DX推進パスポート、 DX検定、 DXパスポート、

DXビジネス検定、DX推進アドバイザー、DXアドバイザー、

DXオフィサー、DXアソシエイト、地域DXプロデューサー、

DXマーク認証制度 等

DX事業協同組合は、下記と連携

『 DX推進パスポート』（IPA/デジタルリテラシー協議会）

『 IoT検定＋DX 』（IoT検定制度委員会）
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「DX認定」は
会社が「DX」推進に取り組んでいることを
経済産業省（国）が認めた唯一の証し（エビデンス）

国が推進する「DX認定」を起点として、経営のDX推進を考える。
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実はそれほどハードルは高くない。
IT業界の事業者は難しくとらえすぎ。

（各業種の認定取得事業者のITリテラシー・技術環境を考えましょう）

国の施策についての情報は意外と知られていない。

国・地域金融機関・支援機関
それぞれが担う役割とは？

それでは、いよいよ本番です！
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